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2011 年イェール大学サマープログラム参加学生 

学内募集要項 

 

2011 年イェール大学が夏期に提供する English Language Institute 及び Yale Summer Session への参

加学生を募集します。当該プログラムは、イェール大学が一般に開講しているプログラムであり、個人応

募も可能ですが、本募集により参加が決定した学生に対しては、イェール大学から一部費用が免除されま

す。 

本募集を通じて当該プログラムへの参加を希望する者は、本募集要項及びイェール大学の各ウェブサイ

トをよく読んだ上、申請に必要な書類を揃え、所属する部局を通して申請してください。 

 

 ※本募集は、2010 年まで実施してきた「イェール大学夏期英語研修」及び「イェール・東大若手研究者

派遣プログラム イェール サマーセッション」による募集プログラムの内容を併せて募集するもの

である。 

 

記 

 

1．対象プログラム及びコース 

①English Language Institute (ELI) （http://www.yale.edu/eli/） 

(1) 対象コース及び参加対象者 

6-Week Intensive English Language Course 

参加対象者：学部生及び大学院生、かつ中級から上級レベルの英語力を有する者。 

コース内容：中級から上級レベルの学生を対象にした 6週間の集中コース。リーディング、ラ

イティング、リスニング、スピーキングを含む総合的な英語力を強化する。 

6-Week Seminars for Graduate and Professional Students 

参加対象者：学部 4年生(参加時)及び大学院生、かつ上級レベルの英語力を有する者。 

コース内容：6週間の大学院生向け特別セミナー。目的別に以下の３コースがある。 

・Professional Communication for International Students 

・Business Seminar for International Students 

・Law Seminar for International Students 

 ※Business 及び Law Seminar については、特に当該分野のバックグラウンドが

あること。 

 

(2) 語学レベル（目安） 

Intermediate: TOEFL PBT 350-450/ CBT 63-133 

Advanced: TOEFL PBT 550-650/ CBT 213-280 

 

(3) コース期間 

2011 年 6月 27 日（月）～8月 5日（金） ※入寮日：6月 25日（土） 
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②Yale Summer Session B (YSS B) （http://www.yale.edu/summer/） 

(1) 参加コースおよび参加対象者 

YSS B（Session A は対象外）で開講されているコースから 2 コース受講。（F-1 Visa の条件である

full-time study を満たすため。1.5単位の実験付きの授業は受講できない。） 

参加対象者：学部生 

コース内容：上級レベルの英語力を有する学部生向けのコースで、通常の 1学期間（4カ月）に

相当する授業を 5 週間の集中講義で受講する。授業内容は人文・社会科学から自

然 科 学 ま で 多 岐 に わ た る 。 詳 細 は イ ェ ー ル 大 学 の コ ー ス 情 報

（http://www.yale.edu/summer/programs/index.html）を参照のこと。 

 

(2) 語学レベル（必須） 

TOEFL PBT 600/ CBT 250/ iBT 100 あるいは IELTS 7 以上 

 

(3) コース期間 

2011 年 7月 4 日（月）～8 月 5 日（金） ※入寮日：7月 3日（日） 

 

 

2. 学内応募資格 

応募するプログラム・コースの各参加対象者に該当し、かつ申請時及び参加期間を通じ、本学学部

又は研究科等の正規課程に在学する者。（休学者を除く） 

 

 

3. 費用 

本募集によって参加が決定した学生は、申請料及び授業料の前金が免除され、授業料が 10％割引と

なる。その他の費用は各プログラムのウェブサイトおよびパンフレットをよく確認すること。 

 
Course 授業料 

授業料 

（割引き後） 

申請料及び 

授業料の前金 

ELI 6-week Intensive Language Course USD 4,250 USD 3,825 

免除 

6-Week Seminars for Graduate and Professional Students 
  

 
Professional Communication for International Students USD 4,350 USD 3,915 

 
Business Seminar for International Students USD 5,050 USD 4,545 

 
Law Seminar for International Students USD 5,050 USD 4,545 

YSS B 1-credit course ×2コース USD 6,000 USD 5,400 

 

 

4. 学内選考およびイェール大学への申請方法 

各プログラム 5 名程度（全体で 10 名以内）を、本学内において審査の上イェール大学へ推薦する。
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学内選考の結果は、所属学部・研究科等の長あて 4月上旬までに通知する。 

参加が決定した学生本人には、一部費用が免除となる PIN（Personal Identification Number）を連

絡するので、各自で期日までにイェール大学のオンライン申請を行う。（詳細は学内選考後、当該学生

あて連絡するので、参加を希望する学生は 3 月下旬～4月上旬に対応ができるよう注意すること。） 

 

 

5. 経済支援 

本募集により参加が決定した学生の内、希望者には次のいずれかの経済支援が行われる予定。支援

の具体的な金額及び方法については決定後、該当学生に通知する。なお、渡航前あるいは渡航後に関

わらず、参加中止等となった場合は、全額あるいは一部返納させることもある。 

① 本学から参加費等の一部として支援金を給付する。（一人当たり上限 20万円とする） 

② 外部団体の支援により、①と同額程度がイェール大学の参加費用から減額される。 

 

 

6. 提出書類 

(1) 参加申込書（指定様式） 

(2) 志望理由書（様式任意、日本語・英語どちらでも可とする。フォントサイズ 11pt とし、A4 サイ

ズ 1ページ以内でまとめること。所属及び氏名を明記すること。） 

(3) 成績証明書（英文。原則として、大学入学後全学期のもの。） 

(4) 英語能力を証明できるもの（原則として、TOEFL あるいは IELTS の成績証明書の写し。ELI のコ

ースだけを希望する者に限り、TOEIC あるいは実用英語技能検定の成績証明書の写しでも可とす

る。） 

(5) 銀行等の残高証明書（英文）（写しの場合は記載内容が明確に読み取れること。） 

 

※YSS を希望する者は、「(1)参加申込書（指定様式）」の「７．参加希望コース」YSS B 欄には、申請

予定コースを記載すること。（本募集への申請で参加が決定した場合でも、各コースの空き状況が保

証されるものではない。） 

※本募集で ELI 及び YSS B を併願する場合は、第一希望を示した上で提出すること。両プログラムに

同時に参加することはできない。 

 

 

7. 提出期限  

   所属学部・研究科等の事務担当者に問い合わせること。 

 

 

8. 報告書の提出 

本プログラムを通じてイェール大学のコースに参加した者は、帰国後 1ヵ月以内に所属学部・研究科

等の長を通じて、報告書（様式任意）を提出すること。この報告書はイェール大学サマープログラムの
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活動を示すものとして、学内及び学外への広報等に使用する。 

 

9. その他 

・ 本募集により参加が決定した学生は、イェール大学への手続き、ビザ申請、航空券手配等の必要手続

きは各自の責任で行うこと。 

・ 必ずプログラムの全日程（ELI は 6週間、YSS Bは 5週間）参加し、コースを修了すること。 

・ 申請の際には、平成 23 年度夏学期の授業・試験日程を各自事前に確認の上、履修において不利益と

ならないよう注意すること。また、担当・指導教員等がいる場合には、本プログラムに申請（参加学

生になった際には参加）することを報告し、了承を得た上で応募すること。 

・ YSS B を修了した学生にはイェール大学から単位が授与されるが、それにより、自動的に本学におい

て単位認定されるものではない。その取得した単位を本学での単位として認定できるかどうか、その

ための手続き等については、所属部局担当窓口にて事前に確認及び相談すること。 

・ 参加が決定した学生は、各自で海外保険に加入すること。 

 

 

6. 問合せ先 

所属学部・研究科等担当窓口あるいは国際部国際交流課（intex-ut@ml.adm.u-tokyo.ac.jp） 

 


